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の
国
際
条
約
」

文
化
財
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
会
厳
に

出
席
す
る
の
は
二
度
目
で
あ
る
。
前
回
は

r

四

十
二
年
の
十
口
月
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
の
大
水
害
に
よ
る
文
化
財
被
害
救
済
の

た
め
の
専
門
家
会
議
が
現
地
で
お
こ
な
わ
れ

て
、
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
こ
の
さ
い
は
ル

ネ
。
マ
ウ
ー
氏
自
ら
が
被
害
訓
査
や
対
策
の
審

畿
に
加
わ
っ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
も
の
も
の

し
い
国
際
会
議
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
＇
主
題
は

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
歴
史
的
な
都
市
の
文
化
財
修
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覆
が
中
心
な
の
で
、
は
な
し
の
筋
は
明
快
で
あ
つ
い
で
各
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
修
正
意
見
に
基

り
、
審
誂
経
過
も
複
雑
で
は
な
か
っ
た
。
今
回
づ
い
て
本
年
二
月
に
第
二
次
草
案
を
つ
く
っ

の
ユ
ネ
ス
コ
専
門
家
会
議
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
た
。
今
回
の
会
議
は
こ
の
第
二
次
草
案
の
逐
条

（
「
文
化
財
の
不
法
な
輸
出
、
輸
入
及
び
所
有
審
議
を
行
な
っ
て
、
今
秋
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
上

権
該
渡
の
禁
止
及
び
防
止
の
手
段
に
関
す
る
条
程
の
準
備
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が

r

約
」
予
備
草
案
審
證
の
た
め
の
政
府
専
門
家
会
こ
の
二
次
草
案
は
、
き
わ
め
て
一
次
草
案
に
近

議
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
決
し
て
簡
単
い
も
の
で
、
わ
が
国
の
送
っ
た
修
正
意
見
な
ど

な
議
題
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
一
九
六
四
年
も
充
分
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
な
い
う
ら
み
が
あ

秋
に
開
催
さ
れ
た
ュ
ネ
ス
コ
十
三
回
総
会
に
お
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
か
な
り
の

い
て
、
各
国
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
不
法
な
輸
こ
わ
談
判
と
す
る
必
要
が
予
想
さ
れ
、
私
な
ど

出
入
等
か
ら
生
ず
る
危
険
か
ら
保
護
す
る
た
め
も
い
さ
さ
か
肩
を
こ
わ
ば
ら
せ
て
パ
リ
ュ
ネ
ス

に
、
そ
れ
ら
の
不
法
行
為
の
防
止
、
禁
止
の
手
コ
・
ハ
ウ
ス
の
第
四
会
議
場
に
乗
り
こ
ん
だ
わ

段
を
国
際
的
に
規
制
す
る
目
的
で
、
ユ
ネ
ス
の
け
で
あ
る
。
会
議
で
は
常
駐
代
表
部
の
山
本
清

勧
告
が
採
択
さ
れ
、
こ
の
勧
告
に
も
と
づ
い
て
氏
が
常
時
一
緒
で
あ
り
、
ま
た
、
大
使
館
の
中

ュ
ネ
ス
コ
は
第
一
次
の
国
際
条
約
の
草
案
を
、
江
参
事
官
が
、
い
つ
も
後
ろ
だ
て
の
役
を
つ
と

専
門
家
会
議
に
出
席
し
て

「
文
化
財
の
不
法
輸
出
入
等
禁
止
の
た
め

戦
争
中
、
両
家
が
陸
湘
軍
の
嘱
託
と
し
て
f

現
地
に
応
召
し
、
戦
争
記
録
画
と
し
て
製
作
さ

れ
、
海
洋
美
術
展
、
聖
戦
美
術
展
、
戦
争
美
術

展
聾
羹
術
展
、
大
東
亜
戦
争
美
術
展
等
に

出
品
さ
れ
た
作
品
が
、
昭
和
十
三
年
頃
よ
り

r

朝
日
新
関
社
の
主
催
で
全
国
主
要
都
市
に
巡
回

さ
礼
巡
回
後
は
東
京
都
美
術
館
に
収
納
さ
れ

て
あ
っ
た
。

終
戦
の
翌
年

r

こ
れ
ら
一
五
五
点
の
作
品

が
、
米
国
駐
留
軍
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
た
が
、

戦

争

東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
収
納

こ
れ
ら
を
収
納
す
る
た
め
、
美
術
館
の
展
示
場

数
室
が
同
じ
く
接
収
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
後
美

術
の
め
ざ
ま
し
い
復
興
に
伴
な
い
、
そ
の
需
要

に
応
ず
る
た
め

r

東
京
都
美
術
館
で
は
展
示
場

の
接
収
解
除
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
二
十

六
年
米
軍
の
手
に
よ
り
撤
収
の
上
、
米
国
に
運

ば
れ
、
ラ
イ
ト

00バ
タ
ー
ソ
ン
空
軍
基
地
等
に

分
散
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
七
、
八
年
頃
か
ら
国

立
近
代
美
術
館
と
朝
日
新
聞
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
立
場
で
返
還
の
希
望
を
出
し
た
が
、
米

画
返
還
さ
れ
る

国
務
省
で
は
時
期
早
尚
と
の
見
解
を
の
べ
て
、

そ
の
ま
ま
と
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
国
内
の
こ
の
よ
う
な
要
望

を
ま
と
め
て
、
昭
和
四
十
二
年
九
月
在
米
日
本

大
使
館
よ
り
、
米
国
務
省
に
正
式
返
還
を
申
し

い
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
翌
年
二
月
に
、
米
国
務

省
日
本
部
の
担
当
官
と
、
日
本
大
使
舘
の
担
当

官
と
会
見
し
て
打
ち
あ
わ
せ
た
結
果
、
戦
争
絵

画
は
先
方
の
意
向
に
よ
り
無
期
限
貸
与
と
す
る

こ
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
は
米
国
側
が
集
荷

し
、
そ
れ
以
降
は
日
本
側
が
輸
送
す
る
等
の
事

項
を
き
め
た
。
こ
の
申
し
合
わ
せ
事
項
に
つ
い

て
早
速
外
務
省

r

文
部
省
、
東
京
国
立
近
代
美

術
館
の
担
当
者
が
会
合
し
、
上
記
事
項
を
了
承

し
、
貸
与
作
品
は
東
京
国
立
近
代
美
術
館
が
受

け
て
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
五
年
二
月
、
東
京
国
立
近
代
美
術

館
よ
り
専
門
職
員
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
出
張
、
全

作
品
を
米
国
務
省
よ
り
検
収
し
た
。
三
月
三
十

一
日
に
戦
争
絵
画
に
関
す
る
両
国
交
換
文
書
が

調
印
さ
れ
て
、
荷
造
り
待
機
し
て
い
た
作
品
が

出
荷
さ
れ
、
空
輸
に
よ
り
四
月
九
日
無
事
、
美

術
館
に
到
着
し
た
。

同
館
で
は
早
速
関
係
官
庁
そ
の
他
の
参
集
を

得
て
、
一
部
作
品
を
披
露
の
上
、
今
後
の
扱
い

方
を
検
討
し
た
結
果
、
ま
ず
作
家
な
ら
び
に
遣

族
に
対
す
る
報
告
、
新
聞
等
へ
の
発
表
の
後
、

十
分
な
補
修
を
加
え
る
こ
と
を
き
め
た
。
現
状

で
は
い
た
み
が
ひ
ど
く
、
展
示
、
出
版
そ
の
他

に
関
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
補
修
完
成
後
に
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
方
針
か
ら
で
あ
る
。
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